
　
「
地
域
か
ら
世
界
ヘ
ー
将
動

す
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
読
売
新
聞
所
部

本
社
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

二
十
九
日
、
周
南
移
動
支
局
の

会
場
と
な
っ
て
い
る
下
抱
巾
の

ザ
・
モ
ー
ル
周
南
に
隣
接
す
る

ス
タ
ー
ビ
ア
く
だ
ま
つ
展
示
ホ

ー
ル
で
聞
か
れ
た
。

　
河
村
憐
次
・
同
市
長
ら
約
三

百
人
が
参
加
。
各
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
し
て
い

る
五
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
ら
の

活
動
の
課
題
や
今
後
の
展
開

な
ど
に
つ
い
て
論
議
を
交
わ

し
た
。

　
保
科
代
表
が
「
実
り
多
い
論

議
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
ご

つ
。
河
村
・
下
松
市
長
が
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
る
う

え
で
、
時
宜
を
得
た
企
画
」
と

述
べ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
紛
争
や
災
害
の
最
前
線
に

医
師
や
回
護
妬
、
物
資
を
派
遣

す
る
な
ど
緊
急
援
助
活
動
を
続

け
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ

・
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

日
本
支
部
の
近
藤
祐
次
事
務
局

∽m』臨殖遍遇脂諭面白品=
長
が
「
地
域
社
会
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
田
さ
ん
」
と
い
っ
た
発
言
の

動
」
と
昌
し
て
、
基
調
講
演
。
ほ
か
、
会
場
か
ら
は
「
ボ
ラ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
内
外
で
の
活
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
支
援
し
た

動
詞
を
具
体
的
に
紹
介
し
な
い
が
情
報
が
少
な
い
」
と
い

が
ら
「
い
か
に
、
協
力
し
て
う
声
も
。

く
れ
る
数
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
　
参
加
者
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

を
作
る
か
が
迅
速
な
活
動
に
つ

な
が
る
」
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
の
重
要
性
な
ど
を
語
っ

た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
の
有
馬
実

成
専
務
理
事
が
コ
上
ア
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
岩
国
ユ
ネ
ス
２
‐

協
会
の
三
原
善
伸
理
事
、
青
年

海
外
協
力
隊
県
Ｏ
Ｂ
会
の
吉
田

昌
司
会
長
、
国
際
医
療
協
力
山

口
の
会
（
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
）
の
今

田
時
雄
事
務
局
長
、
曹
洞
宗
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
神
戸
事
務

所
の
三
原
端
子
さ
ん
、
さ
ら
に

近
藤
事
務
局
長
が
加
わ
っ
た
六

人
が
発
言
。

　
「
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
を
被
災
者

に
屈
け
る
こ
と
も
立
派
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
　
（
今
田
さ
ん
）
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
」
（
吉

４熱心な討議が
行われたボラン
ティアシンポ

動
を
二
十
年
間
続
け
て
い
る
同

市
内
の
女
性
（
五
五
汪
「
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

参
考
に
な
り
、
自
信
も
で
き

ま
し
た
」
な
ど
と
感
想
を
話
し

て
い
た
。
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